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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

シ
ン
ボ
ル
の 

楓
大
樹
を  

庭
に
植
え

      

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で 

楽
し
く
老
い
る

髙田千月さん
（グループホームかえで）短歌

グループホームかえ
での庭に楓を植えた。
屋根より高い楓の大木
をシンボル楓と名付け
る。春は若葉、夏は青々
と秋は紅葉で美しく、
冬は柏

か れ は

葉散りて枝が残
りて扇のようだ。雀や
カラスなどの鳥も競っ
て遊ぶ。そんな風景で
一年中私たちを楽しま
せてくれる楓の木。

舞
踊
協
会
定
期
公
演
会

●
鞍
手
町
舞
踊
協
会　

藤
間
菊
名
里
さ
ん

12
月
７
日
、
中
央
公
民
館
で
鞍
手

町
舞
踊
協
会
第
11
回
定
期
公
演
会
を

行
い
ま
し

た
。
舞
踊

愛
好
者
が

多
数
出
演

し
て
の
公

演
会
。
日

ご
ろ
の
練

習
の
成
果

を
存
分
に

発
揮
し
ま

し
た
。

短歌 渡辺栄子さん
（長谷）

長谷には、今は使わ
れなくなった細路が草
の中にあちこちと残っ
ています。耳をすませ
ば重い荷をかつぎなが
らの人々の声、足音な
ど聞こえてきます。生
活のみち、苦労のみち
だったでしょう。草ぐ
さが御詠歌をうたって
いるようです。

ちぎり絵 篠原美智子さん
（新北）

中国で花王と称される「牡丹」で一
足早く春を描きました。大輪の花弁の
立体感を出すのが難しかったですが、
一片ずつ大
切に千切り
ました。

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

●
鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

11
月
22
日
、「
思
春
期
の
子
育
て
に
つ

い
て
思
う
こ
と
～
携
帯
電
話
の
危
険
性
～
」

と
題
し
、
中
間
市
立
中
間
北
中
学
校
校
長

の
外
園
哲
也
さ
ん
を
向
か
え
、
中
央
公
民

館
で
鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
地
域

の
区
長
、
公
民
館
長
や
学
校
関
係
者
な
ど

約
100
人
が
参
加
。
携
帯
電
話
の
持
つ
危
険

性
や
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て
の
講
話
を
聞

き
ま
し
た
。
改
め
て
青

少
年
の
健
全
育
成
に
力

を
入
れ
な
く
て
は
と
考

え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
会

で
し
た
。

農
作
物
を
荒
ら
す

イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

●
直
鞍
猟
友
会

年
々
増
加
す
る
イ
ノ
シ
シ
（
有
害

鳥
獣
）
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
直
鞍

猟
友
会
で
は
、
春
と
秋
の
年
二
回
、

猟
犬
と
猟
銃
を
使
っ
た
駆
除
を
行
っ

て
い
ま
す
。
９
月
１
日
か
ら
10
月
31

日
ま
で
の
秋
の
駆
除
期
間
に
は
三
頭

を
捕
獲
し
ま
し

た
。
ま
た
、
11
月

15
日
か
ら
は
狩
猟

期
に
入
り
150
㎏
の

イ
ノ
シ
シ
を
は
じ

め
四
頭
を
捕
獲
し

ま
し
た
。

鞍
手
乳
児
院
で

餅
つ
き
大
会

●
鞍
手
乳
児
院
ス
タ
ッ
フ
一
同（
新
延
）

12
月
14
日
、
鞍
手
乳
児
院
で

は
、
10
月
に
河
童
の
里
の
堀
村

長
よ
り
贈
ら
れ
た
も
ち
米
を
使
い

餅
つ
き
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
九
州
電

力
、
宮
若
市
の
職
員
な
ど
た
く
さ

ん
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ

ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
子
ど

も
た
ち
も
楽

し
い
一
日
を

過
ご
せ
ま
し

た
。

山
里
の 

草
生
の
中
の 

む
か
し
路
に

               

昔
を
語
る 

風
が
吹
き
ゆ
く

第
一
回
大
任
町
長
杯

空
手
道
大
会
結
果

●
聖
武
館　

安
武
直
美

12
月
７
日
、
第
一
回
大
任
町
長
杯
空
手

道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
聖
武
館
か
ら

も
多
く
の
選
手
が
出
場
し
、
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。（
丸
数
字
は
順
位
。
敬
称
略
）

▼
成
績
・
個
人
組
手　

▽
小
５
男
子
＝
①

大
坪
勁
太
▽
中
１
男
子
＝
③
大
坪
潤
哉

③
甲
斐
魁
夢
▽
中
３
男
子
＝
②
白
川
和

斗
③
田
端
真
樹
③
石
松
慎
之
介
▽
小
４

女
子
＝
②
岡
田
百
恵

▽
小
６
女
子
＝
③
水

上　

和
▽
中
２
女
子

＝
②
菊
山
茜

▼
成
績
・
団
体
組
手　

▽
中
学
団
体
＝
②
聖

武
館
（
白
川
・
田
端
・

篠
原
・
石
松
）

企
業
交
流
ス
ポ
ー
ツ

大
会
結
果

●
役
場
企
画
財
政
課

12
月
14
日
、
町
立
体
育
館
で
企

業
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
い
ま

し
た
。
町
内
の
企
業
13
チ
ー
ム
が

参
加
。
当
日
は
、
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
す
プ
レ
ー
ば
か
り
で
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
成
績
・
男
子　

①
鞍
手
町
役
場

②
東
芝
Ｅ
Ｉ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
（
株
）

▼
成
績
・
女
子　

①
タ
カ
ラ
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
（
株
）

②
鞍
手
町
役
場

＆
町
立
病
院



Relay Essay

私
の
好
き
な
本
の
中
に「
す
べ
て
の
出
会
い

は
偶
然
で
は
な
く
縁
の
あ
る
者
同
士
し
か
出

会
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
あ
る
。
愛
す
る

主
人
と
の
出
会
い
も
不
思
議
な
出
会
い
だ
っ

た
。
そ
ん
な
出
会
い
で
多
く
の
方
々
に
私
は

支
え
ら
れ
て
き
た
。
ち
ゅ
う
太
く
ん
と
の
出

会
い
も
そ
の
中
の
一
つ
だ
。
忘
れ
は
し
な
い

六
年
前
の
四
月
十
三
日
、
私
の
ほ
ん
の
一
瞬

の
不
注
意
か
ら
愛
犬
を
交
通
事
故
で
亡
く
し

て
し
ま
っ
た
。
あ
ま
り
に
突
然
に
、も
も
ち
ゃ

ん
は
天
国
へ
旅
立
っ
て
行
っ
た
。
私
た
ち
家

族
は
、
ま
だ
温
か
い
小
さ
な
お
骨
を
ワ
ン
ワ

ン
泣
き
な
が
ら
一
粒
残
ら
ず
拾
っ
た
。
私
の

心
は
、
後
悔
と
自
責
で
張
り
裂
け
そ
う
だ
っ

た
。
し
ば
ら
く
し
て
我
が
家
の
悲
し
み
よ
う

を
見
か
ね
た
妹
夫
婦
が
私
を
、
も
も
ち
ゃ
ん

と
同
じ
パ
ピ
ヨ
ン
犬
を
繁
殖
さ
せ
日
本
各
地

へ
譲
っ
て
い
る
お
宅
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
私

は
た
く
さ
ん
の
子
犬
の
中
に
、
い
る
は
ず
の

な
い
も
も
ち
ゃ
ん
の
姿
を
重
ね
て
い
た
。
そ

の
間
向
こ
う
で
私
の
様
子
を
ジ
ッ
と
見
て

い
る
子
が
気
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
帰
宅

し
て
も
な
ぜ
か
ど
う
し
よ
う
も
な
く
気
に
な

り
、そ
の
お
宅
へ
電
話
を
か
け
る
と
「
あ
!!
あ

な
た
と
縁
が
あ
っ
た
ん
や
ね
。
す
ぐ
迎
え
に

来
て
あ
げ
て
」と
。
事
情
を
知
る
は
ず
の
な
い

そ
の
方
の
話
は
驚
い
た
こ
と
に
、
ち
ょ
う
ど

も
も
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
日
に
そ
の
子
を

高
い
航
空
運
賃
を
か
け
て
長
野
へ
送
り
出
し

た
の
だ
が
、
ど
う
い
う
訳
か
昨
晩
ま
た
、
そ
れ

に
乗
っ
て
大
事
に
送
り
返
さ
れ
て
来
た
と
い

う
の
だ
。
高
い
航
空
運
賃
を
か
け
て
ま
で
送

り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
20
年
間
で
初
め
て

だ
と
。
そ
う
聞
い
た
と
き
、
き
っ
と
私
た
ち

家
族
を
心
配
し
た
も
も
ち
ゃ
ん
が
引
き
合
わ

せ
て
く
れ
た
の
だ
と
涙
が
溢
れ
た
。
こ
う
し

て
ち
ゅ
う
太
く
ん
は
、
我
が
家
の
一
員
と
な

り
、
私
た
ち
家
族
は
元
気
と
笑
顔
を
取
り
戻

し
て
い
っ
た
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
出
会
い

が
待
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
一
つ
一
つ
の

出
会
い
を
大
切
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

次
回
は
、
中
島
万
希
さ
ん
（
弥
生
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
端
由
美
さ
ん
（
中
山
・
41
歳
）

VOL
118

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　

晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

陶芸 石坪　弘さん
（中山）リフォーム

小紋長着で部屋着を仕立てました。
少々赤いけれど家で着るので良いかな
……。

花田弘子さん
（新延）

入会して１年目です。今までは陶芸の
基礎となる湯呑みとお茶碗を作りまし
た。今回はじ
めて花瓶に挑
戦しました。
自分が思った
よりよく出来
たので満足で
す。

戸
締
り
用
心
、
火
の
用
心

●
鞍
手
・
鞍
手
北
幼
稚
園

12
月
11
日
、
鞍
手
幼
稚
園
と
鞍
手
北
幼
稚
園

の
子
ど
も
た
ち
が
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
し
た
。「
火
の
用
心
。
ぼ
く
た
ち
、
私
た
ち

は
火
遊
び
を
し
ま
せ
ん
」
と
力
強
い
声
で
園
か

ら
中
本
町
交
差
点
ま
で
の
距
離
を
お
そ
ろ
い
の

ハ
ッ
ピ
姿
で
行
進
し
ま
し
た
。
空
気
が
乾
燥
す

る
こ
の
時
期
。
皆
さ
ん
も
火
の
元
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

卓
球
大
会
結
果

●
鞍
手
町
体
育
協
会

12
月
７
日
、
町
立
体
育
館
で
第
25
回
鞍

手
町
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
を
行
い
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
丸

数
字
は
順
位
。
敬
称
略
）

▼
成
績
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

▽
１
位
グ

ル
ー
プ
＝
①
山
本
通
昭
②
鶴
本　

實
▽

２
位
グ
ル
ー
プ
＝
①
佐
伯
慎
之
輔
②
服

部
正
廣
▽
３
位
グ
ル
ー
プ
＝
①
小
島
与

壮
②
水
野
達
彦

▼
成
績
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

▽
１
位
グ

ル
ー
プ
＝
①
林
マ
チ
子
②
渡
瀬
厚
子
▽

２
位
グ
ル
ー
プ
＝
①
舟
越
和
子
②
織
田

俊
江
▽
３
位
グ
ル
ー
プ
＝
①
小
南
和
子

②
勝
木
桂
子

▼
成
績
・
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス　

▽
Ａ

パ
ー
ト
＝
①
垰
岡
昌
秀
・
勝
木
桂
子
②

鶴
本　

實
・
有
田
キ
ミ
子
▽
Ｂ
パ
ー
ト

＝
①
服
部
正
廣
・
千
崎
博
子
②
小
島
与

壮
・
渡
瀬
厚
子
▽
Ｃ
パ
ー
ト
＝
①
林
マ

チ
子
・
舟
越
和
子
②
原
田
喜
世
一
・
原

田
禮
子

冬
の
風
物
詩

し
め
縄
づ
く
り

●
上
新
橋
区　

入
江　

保
さ
ん

12
月
14
日
、
15
日
の
両
日
に
上
新
橋
区

で
行
っ
て
い
る
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
し
め

縄
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
年

越
し
の
準
備
の
し
め
縄
づ
く
り
に
精
を
出

し
ま
し
た
。

は
じ
め
て
参

加
し
た
人
も

「
子
ど
も
の

頃
に
帰
っ
た

ご
と
あ
る
」

と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
こ

れ
で
、
ま
た

一
つ
正
月
準

備
が
整
い
ま

し
た
。

７−2009.１


